
令和７年度  旭川地区の巻  
事務局 旭川市立神楽岡小学校 

旭川駅南口 

旭川市小学校長会は、市内 51校（併置校２校、教

育大学附属旭川小学校）の校長で組織されている。 

  今年度は、転入２名、採用 10名の新会員を迎え、

４月の総会にて、活動方針や予算を決定するととも

に、新年度役員を選出した。 

 

Ⅰ 本年度の活動方針 

国の第四期教育振興基本計画では、「持続可

能な社会の作り手の育成」および調和と協調

に基づく「日本社会に根ざしたウェルビーイ

ングの向上」をコンセプトとして掲げ、未来社

会における教育の指針が示されている。学校

教育には、一人一人の可能性を開花させ、多様

な価値観や背景をもつ子どもたちを包摂し、

それぞれの強みを伸ばすこと、また、生成ＡＩ

やデータなどを活用しながら、課題発見力や

人間性を育むことによって、持続可能なより

よい社会を創る人材の育成が求められている。 

上川管内では、「学びを伸ばす」「学びを守

る」「学びを支える」をキーワードとした「上

川まなびフォーカス」における６つの重点及

び「ＩＣＴの活用推進」に取り組み、子どもた

ち・教職員・地域・社会の「ウェルビーイング」

の実現をめざしている。 

旭川市においては「第２期旭川市学校教育

基本計画」に基づき、その基本理念である 「ふ

るさと旭川から未来へはばたく子どもの育成」

に向け、３つの目標の達成を目指し取組を進

めるとともに、学習指導要領の趣旨を踏まえ、

家庭や地域社会と連携・協働して、信頼される

学校づくりを推進していくことが求められて

いる。  

各校長は、これまでの経験を生かしつつ、ス

ピード感ある学校改善を意識し、日々学びな

がら、様々な教育ニーズへの対応、個別最適な

学びと協働的な学びの一体的な充実、教職員

のよさや専門性を踏まえた組織体制の整備や

人材育成など、明確なビジョンをもって創意

と活力に満ちた学校経営を進めていくことが

大切である。そして、一つ一つを着実に具現化

し、学校教育におけるウェルビーイングの向

上に努めていかなければならない。 

そのため、本校長会は、教育の「不易」の視

点と、「流行」である次代を見据えた先見的な

ビジョンを明確にし、諸課題の解明に向けて

強いリーダーシップを発揮するよう、「次代を

展望し、学校改善を確かに実現する校長会」を

大目標に掲げている。各部と各地区校長会を、

本校長会を支える両輪としてとらえ、協働意

識に根ざした組織及び活動の強化を通して、

本校長会の活性化につなげ、学校現場の視点

での実践交流や意見表明、実効性ある要望活

動を行い、北海道小学校長会とともに校長の

職能向上と、北海道・旭川市の教育の振興・発

展に努めていく。 

 

Ⅱ 活動の重点 

１ 生きる力を確実に育む創意と活力のあ

る学校経営の推進 

  ①学習指導要領のねらいを踏まえ、経営方

針や重点等を明確にした学校経営の充

実 

  ②育成を目指す資質・能力を確かに育む教

育課程の管理 

   ③心豊かにたくましく生きる力を育てる

指導の充実 

   ④学びの環境を整える教育諸条件の整備・

充実 

   ⑤危機管理体制の充実と機能の強化 

 



 ２ 信頼と秩序に基づく調和のとれた学校

経営の推進 

①教職員の服務規律保持と適正な勤務管 

 理 

②教職員の特性を生かした信頼関係を基 

盤とする協働体制の確立 

③教職員の資質・能力の向上を図る体系 

的・計画的な研修の推進 

 

 ３ 会員の協働意識を高める組織強化と福

利厚生の充実 

①会員の協働意識の高揚と組織強化 

②会員の福利厚生の充実 

③全連小、道小と連携した教職員の処遇改 

   善 

 

Ⅲ 各部の活動方針 

 １ 学校経営部 

学校経営の充実・推進に関する情報提供 

及び学校課題に関する調査研究等の業務を 

推進する。   

①地区別教育経営研究会の開催 

②学校経営の充実・推進に関する情報提 

 供 

③学校課題に関する調査・研究 

 

２ 研究法制部 

  校長の職能向上並びに身分確立に関わる 

研修、文教や法規等に関する業務を推進す

る。 

①上川管内公立小・中学校長教育研究大 

会の開催 

②旭川市小・中学校長法制研修会の開催 

③全連小、道小研究大会に係る業務 

④各地区校長会における研修計画と推進 

⑤研究紀要の発刊 

 

 ３ 調査広報部 

事業遂行、待遇改善等に係わる調査並び 

 に的確な情報の広報活動に関する業務を推 

進する。 

①「小学校時報」「教育北海道」の発刊 

に係わる業務 

②予算要望書の作成 

③「会報」、「会誌・研究紀要」の発刊 

④情報収集・伝達 

 

４ 組織厚生部 

会員相互の連帯の高揚に努めるとともに、 

会員の福利厚生並びに親睦を通し、組織強 

化に関する業務を推進する。 

①組織上の対策活動 

②人事要望に関する事項 

③親睦及び福利に関する事業 

④北海道公立学校教職員互助会関係業務 

⑤全連小・道小と連携した実態調査 

  

Ⅳ 役 員 

 会   長  佐藤  忍（大 有 小） 

 副 会 長    浅野 智子（豊 岡 小） 

     〃        加藤 広章（東 光 小） 

   〃    小野 直久（神 楽 小） 

 監査委員   浜崎 成巳（高 台 小） 

   〃    佐藤 聖士（陵 雲 小） 

 事務局長  佐藤 美鶴（神楽岡小） 

 事務局次長    山名 正記（永山東小） 

     〃    内藤 奏子（日 章 小） 

 会   計   成田  恵（旭川第三小） 

 学校経営部長 岡田 亮二（青 雲 小） 

 研究法制部長 神山  仁（向 陵 小） 

 調査広報部長 中村 直行（東五条小） 

 組織厚生部長 南山 夕子（忠 和 小） 

 中央地区会長 新床 元幸（東 町 小） 

 東部地区会長 北島 裕二（愛 宕 小） 

 南部地区会長 倉橋 昭彦（千代田小） 

 西部地区会長 山口 真希（北 光 小） 

 北部地区会長 高橋 健史（北 鎮 小） 

 新永地区会長 成瀬 隆宏（永山南小） 

 神居地区会長 南向 信一（富 沢 小） 

 神楽地区会長 鈴木 桂子（西神楽小） 


